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　改
選
後
、
最
初
の
６
月
定
例
会
が
６
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　初
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
の
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
議
員
で
構
成
す
る
議
会
基
本
問
題
調
査
特
別
委
員
会
、
中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
、
行
政

調
査
特
別
委
員
会
の
特
別
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

奨学金制度を創設介護職員確保のために 奨学金制度を創設介護職員確保のために 奨学金制度を創設介護職員確保のために
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６月23日～６月26日（４日間）

6月定例会
６月23日～６月26日（４日間）

6月定例会

議
決
し
た
お
も
な
議
案

　

 

補
正
予
算
の
お
も
な
も
の

中
心
地
域
整
備
事
業

江
府
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
口

「
道
の
駅
」
案
内
看
板

　
　
　
　
　
　
　８
４
３
千
円

観
光
振
興
対
策
事
業

生
山
駅
に
停
車
す
る
「
ト
ワ
イ
ラ

イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
号
へ
の
取

り
組
み

　
　
　
　
　１
，
１
０
０
千
円

山
村
振
興
一
般
対
策
事
務

に
ち
な
ん
邑
バ
ス
エ
ア
コ
ン
修
理

ゆ
き
ん
こ
村
か
や
ぶ
き
の
家
修
繕

な
ど　

　
　
　
　１
，
４
５
６
千
円

3月定例会の予算審査意見でも取り上げた日南福祉会の介護職員の確保問題

今回、６月定例会の一般会計補正予算であらたに「日南町介護福祉人材育成

奨学金制度」が設けられます。当面５名分として500万円が計上されました。

●２年間、無利子で200万円を貸付限度に

貸し付けられます。

●社会福祉士、介護福祉士の資格取得を

めざす学校等を卒業後、日南町に居住し

て日南町内の職場に4年以上従事したとき

は、償還を免除されます。

一
般
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

専
決
処
分
の
承
認

休止したおおくさ荘

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

空
調
・
外
壁
等
改
修
工
事

　
　
　３
１
７
，
７
３
６
千
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

人
事
案
件

議
会
承
認
を
求
め
る
事
項

介
護
保
険
特
別
会
計

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
、
白
根

早
苗
氏
（
茶
屋
）
を
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
。

鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同
協

議
会
の
廃
止
と
、
鳥
取
県
日
野
郡

ふ
る
さ
と
広
域
連
携
協
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
　
　
　１
２
，
１
８
０
万
円

鳥
取
県
よ
り
、
下
石
見
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
用
地
購
入
。

財
産
の
取
得

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

　簡
易
水
道
施
設
へ
の
影
響
の
協

議
な
ど
に
よ
り
工
事
が
大
幅
に
ず

れ
こ
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
。

（
発
電
は
９
月
予
定
）

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

繰
越
明
許
費
お
よ
び

　
　事
故
繰
越
計
算
書

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

　
　
　
　
　５
，
０
０
０
千
円

「
道
の
駅
」
実
地
研
修
な
ど
。

親
元
就
農
促
進
支
援

　
　
　
　
　２
７
，
４
８
０
千
円

　あ
か
ね
の
郷
の
工
事
費
の
予
算

を
組
み
替
え
、
特
殊
浴
槽
と
調
理

器
具
の
購
入
を
す
る
も
の
。

　
　
　
　１
２
，
０
２
２
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
予
算
組
み

替
え
な
ど
。

道の駅準備室の皆さん親元就農で張り切ってます

対　象　者所得段階

第1段階
・生活保護、老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の人
・住民税非課税世帯の人で、本人の合計所得金額と課税年
　金収入額の合計が80万円以下の人

・住民税非課税世帯の人で、本人の合計所得金額と課税年
　金収入額の合計が120万円以下の人

・住民税非課税世帯の人で、本人の合計所得金額と課税年
　金収入額の合計が120万円を超える人

・住民税課税世帯の人で、本人が住民税非課税で、本人の
　合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人

・住民税課税世帯の人で、本人が住民税非課税で、前年の
　合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超える人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が120万円未
　満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が120万円以
　上190万円未満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が190万円以
　上290万円未満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が290万円以
　上400万円未満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が400万円以
　上の人

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階
(基準額)

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

保険料率

基準額×0.45

基準額×0.65

基準額×0.75

基準額×0.9

基準額×1.0

基準額×1.15

基準額×1.25

基準額×1.5

基準額×1.7

基準額×1.75

30,700円

44,400円

51.300円

61,500円

68,400円

78,600円

85,500円

102,600円

116,200円

119,700円

年　額

65歳以上の介護保険料が全ての段階で確定したことによるもの

　基
準
額
は
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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①
全
国
８
２
０
万
戸
に
及
ぶ
空
き
家
対
策
の
特
別
措
置
法
が

　５
月
26
日
、
全
面
施
行
さ
れ
た
。
市
区
町
村
は
治
安
や
防

　災
上
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
空
き
家
の
所
有
者
に
撤
去
や

　修
繕
を
勧
告
、
命
令
で
き
る
と
規
定
。
命
令
違
反
に
は
50

　万
円
以
下
の
過
料
を
科
し
、
強
制
撤
去
も
可
能
と
し
た
。

　勧
告
を
受
け
た
物
件
は
固
定
資
産
税
が
最
大
６
倍
と
な
る
。

　自
治
体
の
権
限
が
法
的
に
位
置
付
け
ら
れ
、
対
策
が
本
格

　化
す
る
。
軽
減
処
置
と
し
て
、
老
朽
危
険
家
屋
等
解
体
撤

　去
補
助
金
の
見
直
し
が
出
来
な
い
か
問
う
。

②
空
き
家
の
増
加
が
続
く
中
で
、
日
南
寮
の
改
修
を
行
い
、

　移
住
定
住
や
シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
に
資
す
る
居
住
環
境
整
備

　等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
南
町
空
き
家
情
報
活
用

　制
度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
が
有
る
が
、
活
用
が
少
な
い
様

　に
見
え
る
。
制
度
の
見
直
し
や
、
空
き
家
改
修
支
援
、
お

　試
し
住
宅
の
整
備
な
ど
の
方
策
が
も
っ
と
必
要
と
感
じ
る

　が
如
何
か
。

①
特
措
法
第
６
条
に
定
め
る
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定

　す
る
と
と
も
に
、
同
法
第
７
条
に
定
め
る
協
議
会
を
組
織

　化
し
、
空
き
家
対
策
に
取
り
組
む
。
老
朽
危
険
家
屋
等
解

　体
撤
去
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
協
議
会
に
お
い
て
検
討
す

　る
が
、
過
料
を
徴
収
す
る
中
で
、
補
助
金
の
増
額
は
相
反

　す
る
こ
と
と
な
る
。

②
空
き
家
情
報
活
用
制
度

　「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の

　活
用
は
、
相
談
件
数
も

　含
め
近
年
増
加
傾
向
に

　あ
る
。
旧
日
南
中
寄
宿

　舎
を
改
修
し
た
お
試
し

　住
宅
等
の
居
住
環
境
整

　備
や
既
存
の
制
度
の
見

　直
し
、
協
議
を
重
ね
、

　移
住
定
住
希
望
者
に
と

　っ
て
魅
力
あ
る
支
援
を

　目
指
す
。

足羽　覚議員

老朽危険家屋等解体撤去補助金の

見直しはできないか

問問

過料を徴収する中で補助金の

増額は相反する

答答

①
「
日
本
創
成
会
議
」
は
、
東
京
圏
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者

　が
今
後
10
年
間
で
急
増
す
る
と
し
て
、
医
療
、
介
護
の
施

　設
や
人
材
に
余
裕
が
あ
る
地
方
都
市
26
道
府
県
の
41
地
域

　に
高
齢
者
の
移
住
を
促
す
よ
う
政
府
や
自
治
体
に
求
め
る

　提
言
を
発
表
し
た
。
日
南
町
も
高
齢
者
の
東
京
圏
か
ら
の

　移
住
促
進
は
考
え
て
お
ら
れ
る
か
問
う
。

②
誰
も
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
中
心
地
域
に
す
る
為
、
高
齢
者

　住
宅
や
若
者
住
宅
と
障
が
い
者
施
設
も
併
存
し
て
地
域
コ

　ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
。
中
心
地
域
の
人
口
が
増
え
る
と
、

　人
と
人
の
交
流
を
楽
し
む
施
設
や
機
能
が
増
え
て
行
く
と

　思
う
。そ
れ
で
こ
そ
、元
気
を
も
た
ら
す
「
小
さ
な
拠
点
」

　で
あ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
構
想
だ
と
確
信
し

　て
い
る
が
、
如
何
か
。

①
高
齢
者
地
方
移
住
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
国
、
鳥
取
県
と

　も
積
極
的
な
姿
勢
で
あ
る
が
、
支
え
る
人
材
の
確
保
や
財

　政
支
援
な
ど
具
体
的
な
部
分
が
不
明
確
で
あ
る
。
今
後
の

　国
等
の
動
向
を
注
視
す
る
が
、
現
行
案
の
ま
ま
で
は
、
都

　市
部
の
社
会
保
障
費
を
地
方
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。

②
「
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

　高
齢
化
社
会
に
立
ち
向
か
う
町
民
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

　す
る
こ
と
、
ま
た
集
客
・
交
流
の
拡
大
に
よ
り
農
林
業
の

　振
興
を
図
り
、
活
力
と
魅
力
の
あ
る
町
を
創
造
す
る
こ
と

　で
す
。

　生
山
駅
か
ら
米
子
に
通
っ
て
い
る
学
生
が
大
勢
お
ら
れ
る

が
、一
番
電
車（
６

：

30
）利
用
の
学
生
さ
ん
が
特
に
多
く
、朝
が

早
い
為
、
子
供
や
家
族
の
負
担
に
成
っ
て
い
る
。｢

７

：

00
ご

ろ
」
な
ら
、
通
学
出
来
る
。
負
担
を
減
ら
す
為
に
、
時
間
変

更
が
可
能
か
問
う
。

　時
間
変
更
に
よ
る
課
題
も
整
理
が
必
要
だ
が
、
実
態
を
把

握
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
Ｊ
Ｒ
へ
の
要
望
を
検
討
し
た
い
。

問問
増
え
続
け
る
空
き
家
の
対
策
と
有
効
活
用

問問
「
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
」

問問
通
学
電
車
の
時
間
要
望

町政のここが聞きたい 一般質
問

一般質
問
答答と問問

答答

増
原
町
長

答答

町

　長

答答

町

　長

老朽危険家屋
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町政のここが聞きたい

①
日
南
町
環
境
基
本
計
画
で
は
「
日
野
川
の
源
流
の
豊
か
な

　自
然
環
境
と
産
業
を
共
生
す
る
ま
ち
に
ち
な
ん
」
を
目
指

　し
ま
す
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
年
前
よ
り

　セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
鳥
取
農
場
か
ら
の
排
水
の
影
響
で

　下
流
域
に
お
い
て
農
業
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
、

　町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
。

②
平
成
25
年
７
月
よ
り
計
７
回
に
亘
っ
て
「
河
川
の
水
質
悪

　化
な
ど
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
を
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、

　昨
年
11
月
を
最
後
に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
町
と
し
て
、

　今
後
も
交
換
会
を
開
催
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
。

①
水
質
汚
濁
防
止
法
、
家
畜
排
せ
つ
物
法
に
基
づ
き
、
環
境

　保
全
対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
旧
協
定
書
に
定
め
る
水

　質
基
準
の
順
守
を
企
業
に
求
め
て
い
く
。
ま
た
、
深
刻
な

　農
業
被
害
に
関
し
て
は
、
現
実
的
な
対
応
策
を
要
請
し
て

　い
く
。

②
７
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

大西　保議員

農場排水の影響を

どのように対応されるのか

問問

環境保全対策に務める答答

　日
南
病
院
の
事
業
運
営
に
当
た
り
、
現
状
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
お
ら
れ
る
の
か
。
そ
し
て
町
民
の
皆
様

の
負
託
に
い
か
に
応
え
る
べ
く
、
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
を
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
。

現
状
と
課
題
は
、

　・
患
者
数
の
状
況

　・
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

　・
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

　町
づ
く
り
総
力
戦
の
一
員
と
し
て
の
病
院
に

　平
成
23
年
の
調
査
で
空
き
家
４
６
２
戸
、
う
ち
廃
屋
に
近

い
状
態
が
２
４
７
戸
と
の
結
果
が
出
た
。
町
と
し
て
管
理
不

全
及
び
危
険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

様
や
自
治
会
等
か
ら
の
情
報
提
供
件
数
は
何
件
あ
る
の
か
、

そ
の
内
、
老
朽
危
険
家
屋
等
認
定
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
建
築

物
の
老
朽
度
、
危
険
度
判
定
基
準
の
評
点
合
計
１
５
０
点
以

上
の
危
険
家
屋
件
数
は
何
件
あ
り
、
現
時
点
で
の
対
応
状
況

を
伺
う
。

　管
理
不
全
な
廃
屋
は
２
４
７
戸
、
内
、
危
険
度
判
定
基
準

の
評
点
１
５
０
点
以
上
の
老
朽
危
険
家
屋
は
67
戸
。
本
年
度

に
入
っ
て
か
ら
の
情
報
提
供
は
２
件
。
内
１
件
は
、
解
体
に

着
手
。
老
朽
危
険
家
屋
解
体
撤
去
補
助
金
の
利
用
状
況
は
、

平
成
25
年
度
が
３
件
、
平
成
26
年
度
が
４
件
で
、
平
成
27
年

度
は
既
に
３
件
の
申
請
を
受
理
。

問問 答答
空
き
家
、
危
険
家
屋
対
策

問問
環
境
保
全

問問
日
南
病
院
の
事
業
運
営

中
曽
病
院
事
業
管
理
者

答答
増
原
町
長

答答
町

　長

銭神山川
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①
ま
め
な
会
、
支
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
高
齢
者
を
対
象

　に
し
た
事
業
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
参
加
者
が
固
定
化

　さ
れ
職
員
が
耳
に
さ
れ
る
意
見
も
限
定
さ
れ
て
い
る
様
に

　感
じ
る
。

　よ
り
多
く
の
意
見
を
聞
き
、
事
業
の
検
証
が
な
さ
れ
、
そ

　れ
が
発
展
的
事
業
展
開
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

②
人
と
の
会
話
に
欲
し
て
い
る
高
齢
者
は
多
く
、
人
と
話
す

　こ
と
で
笑
顔
を
取
り
戻
す
事
が
で
き
る
。
集
め
る
コ
ミ
ニ

　テ
ィ
ー
か
ら
出
掛
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
必
要
と
考
え

　る
が
見
解
を
伺
う
。

①
「
ま
め
な
会
」
は
自
治
会
と
共
催
で
開
催
し
て
お
り
、
平

　成
26
年
度
は
31
自
治
会
、
延
べ
２
，
２
４
６
人
。
参
加
者

　の
拡
大
が
課
題
。
地
域
支
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、

　地
域
住
民
全
体
を
対

　象
と
し
て
お
り
、
今

　年
度
は
山
上
・
阿
毘

　縁
・
石
見
地
域
で
取

　り
組
み
予
定
。
災
害

　時
要
援
護
者
の
把
握

　や
、平
時
の
見
守
り･

　地
域
で
の
支
え
愛
に

　つ
い
て
取
り
組
む
。

②
地
域
ご
と
に
集
い
の

　場
が
で
き
る
こ
と
を

　目
指
し
て
お
り
、
福

　祉
保
健
課
職
員
・
社

　会
福
祉
協
議
会
職
員･

　ま
ち
協
の
皆
様
等
の

　協
力
を
得
て
、
つ
な

近藤仁志議員

高齢者を対象とした事業について

今後の展開を伺う

問問

地域ごとにつながりを充実させる

ことから取り組みたい

答答

が
り
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

　か
ら
取
り
組
み
た
い
。

①
看
護
師
を
始
め
町
内
に
人
材
を
求
め
る
企
業
、
団
体
が
多

　数
あ
り
行
政
も
資
金
援
助
な
ど
手
を
打
っ
て
お
ら
れ
る
こ

　と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
人
が
集
ま
ら
な
い
事

　は
他
に
起
因
し
て
い
る
の
か
、
不
足
し
て
い
る
の
か
見
解

　を
伺
う
。

②
中
学
生
、
高
校
生
そ
し
て
町
内
出
身
大
学
生
と
の
交
流
機

　会
を
設
け
、
日
南
町
へ
の
関
心
度
を
高
め
将
来
町
内
就
職

　は
も
と
よ
り
町
内
で
の
起
業
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考

　え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
を
伺

　う
。

③
自
然
を
生
か
し
た
産
業
は
も
と
よ
り
、
起
業
し
易
い
町
、

　子
育
て
し
易
い
町
と
か
、
日
南
町
の
魅
力
を
充
分
発
信
し

　き
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

①
全
国
的
に
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）
は
減
少
を
続

　け
て
い
る
。
地
方
で
は「
人
材
不
足
」か
ら
「
人
手
不
足
」

　に
陥
っ
て
お
り
、
町
内
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
で
あ
る

　と
考
え
て
い
る
。

②
中
学
生
に
は
町
の
魅
力
や
誇
り
を
伝
え
る
教
育
、
高
校
生

　に
は
町
内
で
集
い
、活
動
で
き
る
場
、大
学
生
に
は
情
報
提

　供
・
交
換
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
よ
り
町
内
で
の
就

　職
、
起
業
が
選
択
肢
と
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

③
個
々
に
は
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
が
、
必
要
な
情
報
が

　ま
と
め
て
提
供
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
行
い
な
が
ら
更
な

　る
発
信
の
充
実
に
取
り
組
み
た
い
。

問問答答
高
齢
者
対
策

問問
人
材
確
保
に
向
け
て

増
原
町
長

答答
町

　長

まめな会　丸山
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町政のここが聞きたい

　戦
後
70
年
の
節
目
の
年
に
、
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
」
の
閣
議
決
定
に
も
と
づ
い
て
、
「
安
全
保
障
法
制
関
連

法
案
」
が
国
会
で
審
議
中
で
あ
る
。
憲
法
９
条
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
平
和
な
く
ら
し
も
脅
か
さ

れ
る
と
考
え
る
が
。

　国
の
最
高
規
範
た
る
憲
法
に
対
す
る
国
民
の
議
論
が
優
先

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
今
の
ま
ま
で
は
問
題
が
あ
る
。
日
米

安
全
保
障
条
約
の
下
で
は
、
あ
る
程
度
の
協
力
は
や
む
を
得

な
い
が
、
度
重
な
る
米
軍
の
低
空
飛
行
な
ど
が
続
く
と
国
民

(

町
民)

の
感
情
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

①
「
お
お
く
さ
荘
」
は
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、

　再
開
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
今
回
新
し
く
「
日
南
町
介
護
福
祉
介
護
職
員
人
材
育
成
奨

　学
資
金
貸
与
制
度
」を
新
設
す
る
方
針
で
あ
る
が
、同
時
に

　処
遇
改
善
な
ど
の
職
場
環
境
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

③
日
南
病
院
の
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
順

　調
に
す
す
ん
で
い
る
か
。

④
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
を
、
あ
ら
た
な
地
域
支
援
事
業
と

　し
て
初
年
度
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
が
、
ス
ム
ー
ス

　に
移
行
で
き
て
い
る
か
。

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
お
お
く
さ
荘
」
（
茶
屋
）
は
、

　平
成
27
年
４
月
か
ら
休
止
し
て
い
る
。
人
材
確
保
に
努
め

　て
お
ら
れ
る
が
ま
だ
十
分
で
な
く
、
現
時
点
で
は
再
開
の

　見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

②
離
職
防
止
の
た
め
、
介
護
職
場
の
処
遇
改
善
や
職
場
環
境

久代安敏議員

解釈で戦争する国に

することは許せない

問問

国民の憲法議論が

優先されるべきである

答答

　の
整
備
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
最
も
急
が
れ
る
の
は
、

　介
護
人
材
確
保
で
あ
り
、
連
携
し
な
が
ら
町
と
し
て
も
で

　き
る
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
。

③
平
成
28
年
４
月
採
用
に
向
け
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

④
４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
新
総

　合
事
業
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
要
支
援
の
人
の
訪
問
介

　護
・
通
所
介
護
は
財
源
が
予
防
給
付
か
ら
地
域
支
援
事
業

　に
移
行
し
た
。
現
行
並
み
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
移
行
し
て
お

　り
、
利
用
者
に
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
。
地
域
で
の
自
主

　運
営
に
よ
る
集
い
の
場
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
少
し
ず
つ

　取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

①
日
本
年
金
機
構
か
ら
約
１
２
５
万
件
も
の
年
金
個
人
情
報

　が
漏
れ
、
国
民
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
が
。

②
今
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る
こ
と
に
な

　っ
て
い
る
が
、
行
政
だ
け
で
な
く
企
業
や
民
間
事
業
所
も

　保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
漏
え
い
の
危
険
が
大
き
い

　と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

①
町
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
方
針
に
基
づ
き
情
報
の
安
全
管

　理
を
徹
底
し
て
い
る
。
事
件
を
受
け
て
職
員
に
も
再
度
注

　意
を
促
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
シ
ス
テ
ム
と
制
度
運
用
の
両
面
で
情
報
の
安
全
管
理
に
努

　め
る
必
要
が
あ
る
。

「
手
話
言
語
条
例
」
の
日
南
町
の
取
り
組
み
は
。

　あ
い
サ
ポ
ー
ト
推
進
講
座
を
開
催
し
た
り
、
地
域
、
学
校
、

研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
手
話
に
触
れ
る
機
会
が
増
え

た
。
手
話
文
化
へ
の
理
解
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
安
全
保
障
法
制
」(

戦
争
立
法)

問問

日
本
年
金
機
構
の
情
報
流
出
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

問問
手
話
言
語
条
例
の
取
り
組
み

問問

介
護
保
険
制
度
と
社
会
福
祉
法
人｢

日
南
福
祉
会
」

お
よ
び
日
南
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
確
保

問問 答答
増
原
町
長

答答
町

　長

答答
町

　長

答答
町

　長
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①
総
合
戦
略
策
定
に
つ
い
て
町
長
の
基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。

②
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
や
結
婚

　対
策
、
基
幹
産
業
の
振
興
が
重
要
と
考
え
る
が
、
具
体
的

　な
考
え
を
伺
う
。

③
い
き
い
き
定
住
促
進
条
例
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支
援
制
度

　の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

④
中
心
地
域
整
備
に
よ
る
活
力
を
地
域
の
活
性
化
に
波
及
さ

　せ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
力
を
中
心
地
域
に
つ
な
げ
る
取

　り
組
み
を
強
化
し
な
け
れ
ば
町
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
ら

　な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

①
様
々
な
分
野
、
世
代
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た

　だ
き
な
が
ら
、
町
民
自
ら
が
考
え
、
策
定
す
る
こ
と
に
意

　義
が
あ
る
。
ま
た
、
数
値
目
標
を
実
施
す
べ
き
で
、
単
な

　る
理
想
で
な
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
や
「
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
」

　を
基
軸
に
し
た
日
南
町
ら
し
い
戦
略
を
、
住
民
や
議
会
と

　と
も
に
作
り
上
げ
た
い
。

坪倉勝幸議員

人口減少対策をさらに強化

するよう求める

問問

関連する支援制度をさらに

充実して移住定住をすすめる

答答

②
移
住
定
住
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
支
援
制
度
を
地
域
と

　も
連
携
し
て
更
に
充
実
し
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
、
結
婚

　対
策
は
出
会
い
の
場
づ
く
り
、
基
幹
産
業
の
振
興
は
農
林

　業
を
重
点
に
据
え
、
生
産
拡
大
や
６
次
産
業
化
、
ブ
ラ
ン

　ド
化
に
更
に
取
り
組
む
。

③
既
存
制
度
の
充
実
は
、
支
給
基
準
の
緩
和
や
拡
充
を
総
合

　戦
略
策
定
会
議
で
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
枠
を
増

　や
す
だ
け
で
な
く
、
今
後
は
よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
性
の
高
い

　も
の
に
特
化
し
て
、
重
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
。

④
地
方
創
生
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
も
、
道
の

　駅
を
核
と
し
て
農
林
産
物
の
生
産
、
出
荷
、
加
工
を
推
進

　し
、
活
力
と
魅
力
の
あ
る
町
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　い
。
地
域
と
中
心
地
域
機
能
が
信
頼
、
協
力
関
係
の
下
、

　そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
町
全
体
の
発
展
に
繋
が

　る
と
確
信
し
て
い
る
。

問問答答
地
方
創
生
・
創
造
的
過
疎

増
原
町
長

50

100

150

200

5,942 5,811 5,645 5,540 5,435 5,308

5,167

日南町の人口と
　　社会増減(転入・転出)の推移

総人口

転入

転出

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

93

117

93

135
114

132
110

161
145

158
137 145 144 134

Uターンして10年
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山
本

　芳
昭

荒
木

　
　博

近
藤

　仁
志

大
西

　
　保

坪
倉

　勝
幸

藤
原

　泰
則

久
代

　安
敏

足
羽

　
　覚

惠
比
奈
礼
子

古
都

　勝
人

福
田

　
　稔

村
上

　正
広

賛成＝○　　反対＝×

6月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

平成27年度 補正予算

一般会計（第１号）

介護保険特別会計（第１号）

介護サービス事業特別会計（第１号）

専決処分の承認

日南町介護保険条例の一部改正

その他の議案

工事請負契約の締結について（日南町総合文化
センター空調設備等改修工事）

工事請負契約の締結について（日南町総合文化
センター外壁等改修工事）

財産の取得について（日南町下石見字クボキ原
306番3外6筆の土地）

鳥取県日野地区連携・共同協議会の廃止に関す
る協議について

鳥取県日野郡ふるさと広域連携協約の締結に関
する協議について

人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意見
を求めることについて

請願・陳情

年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現
を求める請願

地方財政の充実・強化を求める陳情

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分
の１復元をはかるための、2016年度政府予算
に係る意見書採択の陳情書

道の駅建設工事に伴う機械設備工事は、地元の
管工事業者へ優先的にご発注いただきますよう
お願いいたします

「道の駅にちなん（仮称）」新築工事にあた
り、電気工事は、地元業者に分離発注をして頂
きますよう配慮をお願い致します

福栄コミュニティ施設の建設について

集団的自衛権行使容認による安全保障関連法案
の廃案を求める陳情書

発  議

地方財政の充実・強化を求める意見書提出について

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分
の１復元をはかるための、2016年度政府予算
に係る意見書の提出について

集団的自衛権行使容認による安全保障関連法案
の廃案を求める意見書提出について

議会基本問題調査特別委員会の設置に関する決議

中心地域整備に関する調査特別委員会の設置に
関する決議

行政調査特別委員会の設置に関する決議

議　　案　　名 結果

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。
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本会議件 名 提 出 者

年金削減の取りやめと最
低保障年金制度の実現を
求める請願

全日本年金者組合
鳥取県本部委員長
増田修治
西部支部支部長
松本正孝

年金制度を維持するためには「マクロ経済ス
ライド」は必要である。また、掛金を支払わ
なくても年金が支給される最低保障年金制度
を実施するには、根本的な年金制度の改革が
必要となる。

不採択

地方財政の充実・強化を
求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　本川博孝
日南町職員労働組合
執行委員長代行
長谷川照子

国に対して、地方財政の充実を求めるのは至
当である。

採　択

教職員定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の
１復元をはかるための、
2016年度政府予算に係る
意見書採択の陳情書

鳥取県教職員組合西部支部
支部長　藤本敏秀
鳥取県高等学校教職員
組合西部支部
支部長　岡島恒志

教育の機会均等と水準の維持向上のために
は、国による財源保障の充実が必要である。 採　択

福栄コミュニティ施設の
建設について

福栄まちづくり協議会
会長　福田憲一

陳情の願意は理解できる。
要望内容については、より精査する必要があ
る。

趣旨採択

集団的自衛権行使容認に
よる安全保障関連法案の
廃案を求める陳情書

戦争法案に反対する
日南町民の会
代表　荒金　実

現在審議中の法案であるが、日南町議会は昨
年度２回にわたり集団的自衛権の行使容認に
反対の意見書を提出している。

採　択

道の駅建設工事に伴う機
械設備工事は、地元の管
工事業者へ優先的にご発
注いただきますようお願
いいたします

鳥取県管工事業協会
西部支部
支部長　橋本秀秋

｢道の駅にちなん(仮称)｣新
築工事にあたり、電気工
事は、地元業者に分離発
注をして頂きますよう配
慮をお願い致します

一般社団法人鳥取県
電業協会
西部支部長　斉木健之

地元企業への発注は、施工後の保守管理上効
果的である。

採　択

採　択

提出のあった陳情は、６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

請願・陳情の審査結果

審 査 意 見

・
５
月
19
日

　富
山
県
小
矢
部
市
議
会

　（
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

　末
の
利
用
に
つ
い
て
）

・
６
月
30
日

　三
重
県
玉
城
町
議
会

　鳥
取
県
江
府
町
議
会

　

(

議
会
改
革
の
推
進
に
つ
い
て)

・
７
月
１
日

　山
形
県
置
賜
地
方
町
村
議
会

　議
長
会

　（
議
会
改
革
、
議
会
活
性
化
、

　タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
に

　つ
い
て
）

・
７
月
13
日

　高
知
県
南
国
市
議
会

　（
議
会
改
革
の
推
進
、
タ
ブ

　レ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
）

平
成
27
年
度

　

行
政
視
察

　受
入
状
況
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　2016年度の政府予算、地方財政の検討にあたっては、国民生活を犠牲にする財政とするの

ではなく、歳入・歳出を的確に見積り、人的サービスとしての社会保障予算の充実、地方財政

の確立をめざすことが必要であり、次の点を要求する。

１．地方一般財源総額の現行水準の維持・確保を明確にすること。

２．急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保と地方財政

　　措置を的確に行うこと。

３．地方財政計画に計上されている「歳出特別枠」及び「まち・ひと・しごと創生事業費」に

　　ついては、現行水準を確保すること。また、これらの財源措置について、恒久的財源へと

　　転換をはかる。

４．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、小規模自治体に配慮した段階

　　補正の強化などの対策を講じること。

６月定例議会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣ほか関係大臣及び衆参両院議長に提出しました

地方財政の充実・強化を求める意見書

（要旨掲載）

　一人ひとりの子どもたちへのきめ細かな対応や学びの質を高める教育環境を実現するために

は、少人数教育の推進を含む計画的な教職員定数改善が必要である。

　また、自治体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国の施策として定数改

善にむけた財源保障をすべきである。

　子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請で

あり、2016年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう要求する。

１．少人数学級の推進のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。

２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分

　　の１にすること。

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、

2016年度政府予算に係る意見書

　安倍政権は、集団的自衛権の行使について「政府が総合的に判断する」として拡大解釈の余

地を残す答弁を繰り返し、他国に日本攻撃の意図が無くても集団的自衛権の行使は可能として

いる。

　自衛隊の後方支援はこれまで「非戦闘地域」に限られていたが、法案では「現に戦闘が行わ

れている現場以外」に広げている。しかし、政府は「自衛隊のリスクはこれまでと変わらな

い」などとし、国民に充分説明していない。直近の世論調査でも「安保法案 今国会成立『反

対』」が過半数を超えている。

　国会で憲法学者が声を揃えて「憲法違反」と指摘した事実は重い。政府は、これに耳を傾

け、強行採決をすることなく、国会が立法府としての名誉と責任に於いて「安全保障関連法

案」を廃案とするよう求める。

集団的自衛権行使容認による安全保障関連法案の廃案を求める意見書
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各常任委員会所管事務調査

担当課 調査事項 対応及び意見

陳情審査
（６月24日）

委員会に付託された請願１件、陳情６件の審査

現地調査
（７月６日）

日南小学校及び日南中学校訪問による調査

・小中学校授業参観

全学年の授業と通学班総会の前・中・後期別の様
子等を参観することが出来た。今後の学力向上や
マナーアップに期待したい。

・教職員管理職との懇談
ともいき科の取り組みにおいて、学校経営及び模
擬議会の計画等、意見交換した。

・教育委員との懇談
総合教育会議の自主性、社会体育館の改修等につ
いて、意見交換した。

・学校給食
食材の地産地消及び地産地消率について調査した。
県内産使用率は74％（米と牛乳は含まない。）
※米は町内産を使用。

担当課 調査事項 対応及び意見

福祉保健課
（６月12日）

農林課
（６月12日）

介護保険料の負担軽減策について

介護福祉人材育成奨学金制度について

27年度の野菜生産の取り組みについて

聴き取り
（６月12日）

現地調査
（６月24日）

㈱ウッドカンパニーニチナンの経営状
況・経営方針について

第1段階に該当する396人について、内容を改め、
年額34,200円から30,700円にする。

介護福祉士養成校で学ぶ方に、１年次に100万円、
２年次に100万円貸与する制度。

振興事業として底辺を広げる仕組み、生産者の支
援仕組みの二本立てで考えている。

８月末をもって受注を止め、12月まで在庫処分。
以後、休業を考えている。

㈱ウッドカンパニーニチナンの現地調査

総務教育常任委員会

経済福祉常任委員会
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町
村
議
会
議
長
・

　
　副
議
長
研
修
会

中
心
地
域
整
備
に
関
す
る

　
　
　調
査
特
別
委
員
会

議
会
基
本
問
題

　
　
　調
査
特
別
委
員
会

　町
民
の
負
託
に
応
え
る
議
会
を
目
指
し
て
、
議
会
の
基

本
的
問
題
に
つ
い
て
、
調
査
、
検
討
す
る
特
別
委
員
会
が

６
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
委
員
会
（
６
月
24
日
）

　委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
任
を
行
い
委
員
長
に
坪
倉
勝

幸
議
員

　副
委
員
長
に
古
都
勝
人
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

第
２
回
委
員
会
（
７
月
14
日
）

　議
会
基
本
条
例
の
研
修
、
議
会
関
係
例
規
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
を
常
任
委
員
会
に

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　今
後
の
委
員
会
で
の
調
査
、
検
討
事
項
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　再
度
中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し(
委
員
長
・
山
本
芳
昭
、
副
委
員
長
・
久
代
安
敏)

、

７
月
９
日
に
第
２
回
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　来
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
に
ち
な
ん
道
の
駅
」
に
つ

い
て
、
建
設
課
か
ら
は
町
道
北
の
原
権
現
線
に
つ
い
て
、

企
画
課
か
ら
は
道
の
駅
各
施
設
に
つ
い
て
、
農
林
課
か
ら

は
農
産
物
の
出
荷
体
制
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

農
産
物
の
集
出
荷
施
設
と
レ
ス
ト
ラ
ン
の
客
席
数
に
つ
い

て
多
く
の
質
疑
、
意
見
が
あ
り
早
急
に
再
度
検
討
し
報
告

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　去
る
５
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
全

国
町
村
議
会
９
２
８
議
会
の
議
長
、
副
議
長
、
局
長

含
め
１
８
０
０
人
余
が
参
集
し
、
東
京
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　26
日
に
は
、
昨
年
度
の
全
国
議
長
会
特
別
表
彰
を

受
賞
し
た
日
南
町
議
会
を
初
め
、
北
海
道
福
島
町
、

山
形
県
川
西
町
、
山
梨
県
昭
和
町
、
沖
縄
県
南
風
原

町
議
会
の
５
議
会
の
議
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登

壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
が
「
政
策
づ
く
り
と
監
視

機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
る
議
会
」
「
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
」
「
特
色
の
あ
る
議
会
運
営
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
会
場
か
ら
の
質
疑
応

答
も
あ
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　７
月
14
日
に
、
日
野
町
役
場
で
平
成
27
年
度
日
野

郡
町
議
会
議
員
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　日
野
高
等
学
校
魅
力
向
上
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

片
平
誓
子
氏
「
日
野
高
校
の
魅
力
向
上
が
地
域
の
未

来
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
〜
学
校
と
地
域
の
連
携

と
い
う
視
点
か
ら
〜
」
の
講
演
と
、
田
淵
校
長
先
生

に
よ
る
日
野
高
校
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　少
子
化
の
中
で
日
野
郡
内
か
ら
進
学
す
る
中
学
生

も
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
日
野

郡
三
町
で
今
後
の
高
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
さ

ら
に
検
討
を
重
ね
て
、
よ
り
よ
い
高
校
づ
く
り
の
た

め
に
知
恵
を
出
し
合
お
う
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

20

40

60

80

100

120

88

H24 H25
高3

市町村

1年

2年

3年

総合計

割合

日南町

8

8

6

22

13％

日野町

4

4

8

16

10％

江府町

4

2

0

6

4％

伯耆町

5

6

5

16

10％

南部町

5

5

4

14

8％

日吉津村

0

0

1

1

1％

米子市

24

27

21

72

43％

境港市

3

2

2

7

4％

大山町

2

6

4

12

7％

安来市

0

0

2

2

1％

計

55

60

53

168

*

H26
高2

H27
高1

H28
中3

H29
中2

H30
中1

H31
小6

H32
小5

H33
小4

H34
小3

H35
小2

H36
小1

100

85 82 82
77

84
78

68
63

59 53

39

日野郡３町の児童生徒数の推移
（平成26年5月1日現在）

日野高校の出身地ごとの生徒数（H27年度） 日
野
高
校
の
現
状
と

　
　
　
　課
題
を
研
修
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随
分
変
わ
っ
た
経
歴
と
伺
い
ま
し
た
が
？

　変
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
判
り
ま
せ
ん

が
、
大
阪
大
学
大
学
院

　理
学
研
究
科
原

子
核
物
理
学
専
攻
の
修
士
課
程
修
了
後
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
単
結
晶
材
料
の
研
究
開
発
に

携
わ
り
、
最
後
は
三
井
金
属
鉱
業
㈱
で
Ｘ

線
を
検
出
す
る
材
料
開
発
に
没
頭
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
鳥
取
県
立
農
業
大
学
校
で

２
年
間
学
生
生
活
を
送
り
今
年
の
４
月
か

ら
㈲
だ
ん
だ
ん
で
水
稲
、ピ
ー
マ
ン
、ほ
お

ず
き
の
栽
培
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

随
分
難
し
い
物
理
の
世
界
か
ら
何
故
畑
違
い
の

道
へ
？

　元
々
生
物
に
興
味
を
持
っ
て
い
て
そ
の

根
本
を
知
る
た
め
に
物
理
学
に
進
ん
で
い

た
の
で
、
20
年
を
契
機
に
生
物
の
世
界
に

戻
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

そ
れ
が
何
故
農
業
で
し
た
か
？

　趣
味
が
旅
行
で
し
て
暇
を
見
つ
け
て
日

本
中
を
旅
し
て
い
る
と
、
山
里
の
耕
作
放

棄
地
が
増
え
て
い
く
の
を
見
て
悲
し
い
の

と
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
そ
ん
な
地
に

貢
献
で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

い
ざ
辞
め
よ
う
と
し
た
時
後
悔
は
有
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
？

　20
年
を
経
過
し
た
。
つ
ま
り
働
け
る
人

　私
の
家
族
は
現
在
４
人
暮
ら
し
で

す
が
、
以
前
は
10
人
家
族
で
し
た
。

ま
た
、
５
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、

家
の
中
は
保
育
園
状
態
で
、
に
ぎ
や

か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
か
つ
て
の
家
族
を
取
り
戻
す

為
に
、
子
ど
も
達
に
い
ず
れ
は
、
日

南
町
に
帰
っ
て
来
る
様
、
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
現
在
、
人
口
減
少
は

様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
諸
問
題
を
少
し
で
も
軽
減

す
る
為
に
。
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
に
力
を

入
れ
、
後
継
者
を
残
し
て
行
く
事
が

得
策
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

日
南
町
を
も
っ
と
良
く
す
る
為
に
、

ま
た
、
未
来
を
切
り
開
い
て
行
く
為

に
、
家
族
に
帰
っ
て
来
る
様
呼
び
か

け
と
そ
れ
に
答
え
る
行
政
の
施
策
や

対
応
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
よ
「
ふ
る
里
」
に
早
く
帰
っ

て
こ
〜
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　足
羽

　覚

　記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　委

員

長

　久
代

　安
敏

　
　
　副
委
員
長

　足
羽

　
　覚

　
　
　委

　
　員

　大
西

　
　保

　
　
　
　
　〃

　　
　近
藤

　仁
志

　
　
　
　
　〃

　　
　福
田

　
　稔

編

集

後

記

　田
中

　素
之
さ
ん

(

石
見)

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.tottori.jp

京都
日南

生
の
半
分
が
経
過
し
た
と
言
う
の
が
一
番

で
、
定
年
を
待
っ
て
い
た
ら
出
来
る
事
に

限
界
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た

の
で
躊
躇
な
く
決
断
出
来
ま
し
た
。

何
故
そ
れ
が
鳥
取
県
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　当
然
農
業
を
始
め
る
の
に
勉
強
が
必
要

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
業
を
学
べ

る
機
関
を
調
べ
ま
し
た
。
生
ま
れ
が
京
都

で
す
の
で
西
日
本
で
農
業
を
学
べ
る
と
こ

ろ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
ヒ
ッ
ト
し
た
の
が

鳥
取
県
立
農
業
大
学
校
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
と
勤
務
地
が
人
の
多
い
埼
玉
だ
っ
た

の
で
人
の
少
な
い
鳥
取
県
に
憧
れ
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
だ
経
験
は
短
い
け
ど
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
す
か
？

　勉
強
で
習
っ
た
事
を
や
る
に
は
時
間
と

コ
ス
ト
が
足
り
な
く
て
妥
協
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
が
現
実
。
理
想
と
折
り
合
い
を
つ

け
な
く
て
は
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

田
中
さ
ん
に
と
っ
て
理
想
の
町
と
は
？

　あ
く
ま
で
山
村
が
ベ
ー
ス
で
す
。
人
と

人
と
の
関
係
が
豊
か
で
他
所
か
ら
来
ら
れ

る
人
に
対
し
て
寛
容
で
排
他
的
で
な
い
町
。

理
想
と
す
る
生
活
は
？

　農
繁
期
に
人
一
倍
働
き
、
農
閑
期
に
趣

味
の
旅
行
を
兼
ね
て
農
業
の
研
修
が
で
き

インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる

た
ら
最
高
！

日
南
町
の
足
ら
な
い
と
感
じ
る
所
は
あ
り
ま
す

か
？　都

会
の
人
に
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の

は
残
念
。
情
報
発
信
が
不
足
し
て
い
る
と

感
じ
る
。

　都
会
の
人
が
入
り
込
む
の
に
敷
居
が
高

い
と
感
じ
る
。
中
石
見
の
宿
泊
研
修
所
に

入
る
に
も
煩
雑
な
手
続
き
が
要
っ
た
か
ら
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
か
簡
易
宿
泊
所
が
あ
り

滞
在
し
て
日
南
町
を
体
験
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
欲
し
い
。
そ
れ
と
都
会
の
人
は
車
を

持
っ
て
い
な
い
し
日
南
町
で
は
車
が
必
需

品
。
だ
か
ら
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
シ
ス

テ
ム
が
有
っ
た
ら
喜
ば
れ
る
か
も
。

　最
後
に
嫁
さ
ん
募
集
中
と
の
事
、
面
白
い
経
歴

の
持
ち
主
で
実
に
誠
実
で
研
究
熱
心
、
親
し
み
の

も
て
る
性
格
に
好
感
が
持
て
、
結
婚
さ
れ
日
南
町

に
貢
献
を
期
待
で
き
る
人
物
と
感
じ
ま
し
た
。

山
里
の
耕
作
放
棄
地
は
も
っ
た
い
な
い


